
よ
…
…
…
軋
気
甦
考
、
、
．
、
／
９
礼
万
言
’
撒
｀
回
　
　
物
資
が
指
定
場
所
に
山
積
み
で
受
け
ら
れ
た
．
私
も
大
使

ｓ
心
ｊ
　
　
　
　
　 り

　
、
ｈ
ｙ
ｙ
わ
　
　
〉
と
な
っ
９
Ｒ
ｙ
被
災
者
へ
　
に
直
言
し
て
い
た
ｏ
　
「
ブ
ラ

ュ
ｆ
ハ
太
゛
ハ
匹
’
゛
入
’
・

七
万

／
.
.
.
.
.
.

5
￥

.
　
の
配
布
が
不
十
分
な
様
子
が
ジ
ル
で
大
災
害
が
発
生
し
た

　
　
　
　
　
　
菅
波
茂
　
　
う
か
が
え
た
。
被
災
地
で
は
ら
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
総
社
市
と

　
１
月
Ｈ
日
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
日
必
ず
救
援
チ
ー
ム
を
派
遣
し

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
州
で
大
本
政
府
サ
ン
パ
ウ
ロ
領
事
館
ま
す
。
も
し
も
総
社
市
に
在

雨
に
よ
る
洪
水
が
発
生
し
か
ら
紹
介
さ
れ
た
日
本
へ
の
住
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
人
た
ち

た
。
地
滑
り
被
害
も
発
生
し
、
　
「
国
費
留
学
生
の
会
」
や
現
に
何
か
起
こ
っ
た
ら
ブ
ラ
ジ

1
3
日
に
は
６
０
０
名
を
超
え
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
被
災
者
支
援
ル
政
府
と
し
て
支
援
し
て
く

る
犠
牲
者
と
１
万
４
０
０
０
の
あ
り
方
を
共
に
考
え
行
動
だ
さ
い
」
と
。
総
社
市
の
職

人
を
超
え
る
人
々
が
避
難
し
し
て
い
る
。
外
務
省
や
在
日
員
の
方
々
や
総
社
市
在
住
の

て
い
る
と
発
表
さ
れ
た
。
Ａ
ブ
ラ
ジ
ル
大
使
館
な
ど
関
係
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
方
々
の

Ｍ
Ｄ
Ａ
と
総
社
市
は
、
0
9
年
者
の
方
々
に
感
謝
し
た
い
。
み
な
ら
ず
、
静
岡
県
在
住
の

６
月
1
9
日
に
調
印
し
た
多
文
　
派
遣
チ
ー
ム
は
リ
オ
デ
ジ
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
方
か
ら

化
共
生
に
関
す
る
協
定
に
も
　
ャ
ネ
イ
ロ
市
に
住
む
前
駐
日
も
募
金
を
い
た
だ
い
た
。
後

と
づ
い
て
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
か
ら
石
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
特
命
者
の
方
に
電
話
を
し
た
。
夫

岡
未
和
看
護
師
と
総
社
市
か
全
権
大
使
カ
ス
ト
ロ
・
ネ
ー
婦
と
も
に
日
本
語
を
あ
ま
り

ら
タ
ン
・
シ
ュ
ン
ワ
イ
氏
を
ベ
ス
氏
を
訪
問
し
て
、
お
見
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

１
月
1
8
日
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
向
舞
い
の
言
葉
と
と
も
に
、
片
が
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
総
社
市
か

け
て
派
遣
し
た
＝
写
真
は
夕
岡
聡
一
総
社
市
長
の
親
書
を
ブ
ラ
ジ
ル
洪
水
被
災
者
救
援

ン
氏
。
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
し
た
。
「
彼
は
私
の
心
の
チ
ー
ム
を
派
遣
し
た
と
の
二

　
被
災
地
現
場
か
ら
の
報
告
友
だ
」
と
ネ
ー
ペ
ス
大
使
は
　
。
Ｉ
ス
を
見
て
募
金
を
さ
れ

で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
陸
海
軍
が
感
激
さ
れ
た
。
昨
年
３
月
に
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

避
難
所
を
設
営
し
、
ブ
ラ
ジ
総
社
市
で
開
か
れ
た
多
文
化
　
ブ
ラ
ジ
ル
を
は
じ
め
と
す

’
ル
赤
十
字
社
が
巡
回
診
療
を
共
生
に
関
す
る
フ
ォ
土
フ
ム
る
中
南
米
に
住
む
日
系
移
民

行
っ
・
て
お
り
、
直
接
的
な
医
の
席
で
、
ネ
ー
ペ
ス
大
使
は
の
方
た
ち
が
、
第
二
次
世
界

療
支
援
の
必
要
性
は
さ
ほ
ど
片
岡
市
長
か
ら
の
総
社
市
国
大
戦
敗
戦
後
の
焦
土
と
化
し

な
し
。
他
方
、
多
く
の
救
援
際
名
誉
顧
問
の
要
請
を
喜
ん
た
母
国
に
送
金
を
し
て
い
る

市と提携したブラジル洪水救.援万…………

事
実
が
あ
る
。
そ

の
後
日
本
の
奇
跡

的
な
経
済
復
興
に

よ
り
日
系
移
民
の

方
々
が
日
本
に
職

を
求
め
て
来
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
し
て
今
度

は
ブ
ラ
ジ
ル
が
世

界
の
経
済
大
国
と

し
て
経
済
発
展
し

て
い
る
。
日
本
が

助
け
ら
れ
る
番
に

な
る
可
能
性
も
あ

る
。
時
空
を
超
え

た
相
互
扶
助
の
世

界
で
あ
る
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど

の
血
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

す
る
血
縁
共
同
体
社
会
が
世

界
の
８
割
を
し
め
る
。
血
縁

共
同
体
社
会
の
常
識
は
「
困

っ
た
と
き
は
お
互
い
様
」
の

「
相
互
扶
助
」
で
あ
る
。
「
ま
さ

か
の
時
の
真
の
友
」
に
代
表

さ
れ
る
相
互
扶
助
の
繰
り
返

し
に
よ
り
信
頼
関
係
が
深
ま

る
。
こ
の
信
頼
関
係
な
く
し

｜

｜

て
本
当
の
多
文
化
共
生
社
会

の
形
成
は
難
し
い
。

　
総
社
市
は
「
子
育
て
王
国
」

を
宣
言
し
て
い
る
。
総
社
市

の
シ
ン
ボ
ル
は
職
員
の
名
刺

に
印
刷
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

国
分
寺
の
五
重
塔
で
あ
る
。

全
国
に
国
分
寺
を
建
立
し
た

聖
武
天
皇
が
五
重
塔
に
託
し

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
何
な
の

か
。
「
子
育
て
王
国
」

に
適
じ
る
「
慈
悲
の

心
」
で
あ
る
。
慈
悲

の
心
と
は
わ
が
身
を

削
っ
て
他
の
喜
び
に

資
す
る
喜
び
で
あ

る
。
母
の
心
で
あ
る
。

母
の
子
に
対
す
る
究

極
の
心
と
は
「
決
し

て
見
放
さ
な
い
」
で

あ
る
。
子
の
母
に
寄

せ
る
信
頼
の
根
拠
で

あ
る
。
総
社
市
の
同

市
在
住
日
系
ブ
ラ
ジ

ル
人
の
母
国
に
対
亨

る
洪
水
被
災
者
支
援

は
救
援
活
動
の
規
模

で
は
な
く
、
日
本
国

内
外
の
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の

人
た
ち
に
、
総
社
市
は
ま
さ

か
の
時
の
真
の
友
と
し
て

　
「
決
し
て
見
放
さ
な
い
」
と

い
う
メ
ッ
ゼ
ー
ー
ジ
を
届
け
た

こ
と
で
あ
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は

総
社
市
と
の
多
文
化
共
生
に

関
す
る
協
定
を
誇
り
に
思
い

た
い
。

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
）
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